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其の

14

開
発
に
よ
る
新
た
な
自
治
会
の
誕
生

▪
住
宅
団
地
開
発
と
土
地
区
画
整
理
事
業

　
田
原
町
で
は
昭
和
40
年
代
以
降
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
への
対
応
や
臨
海

部
へ
の
企
業
誘
致
に
伴
う
従
業
員
な
ど
の

受
け
入
れ
、
住
環
境
の
整
備
な
ど
の
た
め
、

住
宅
団
地
の
開
発
と
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
り
住
宅
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
住
宅
団
地
は
、
谷
熊
台
団
地
の
開
発
が

始
ま
っ
た
昭
和
44
年
度
以
降
、
大
草
団
地
、

西
浦
、
蔵
王
東
、
滝
頭
な
ど
、
平
成
17
年

度
完
了
の
御
殿
山
ま
で
、
13
カ
所
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
市
街
化
区
域

内
で
道
路
の
整
備
や
拡
張
、
公
共
施
設
の

新
設
を
行
い
、
住
環
境
の
良
好
な
宅
地
を

造
成
し
、
秩
序
あ
る
街
づ
く
り
を
目
的
と

す
る
事
業
で
、
昭
和
50
年
度
着
工
の
清
谷

地
区
に
始
ま
り
、
神
戸
、
南
新
地
、
赤
石

な
ど
、
平
成
19
年
度
完
了
の
片
西
ま
で
10

カ
所
、
98
・
77　
ha
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
田
原
町
中
心
部
の
赤
石
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
施
工
面
積
35
・
14　
ha
、
事

業
費
約
41
億
円
、
着
工
昭
和

61
年
、
完
工
平
成
６
年
で
、

他
の
地
区
に
比
べ
、
飛
び
抜
け

て
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　

汐
川
を
ま
た
ぐ
夢
の
架
け

橋
で
あ
っ
た
、
ふ
れ
あ
い
橋
の

架
設
な
ど
に
よ
っ
て
、
田
原
、

加
治
、
神
戸
地
域
を
結
ぶ
大

動
脈
が
完
成
し
ま
し
た
。
完

工
記
念
碑
に
は
、「『
ふ
れ
あ

い
と
和
平
の
ま
ち
赤
石
』
赤

石
一
丁
目
よ
り
六
丁
目
、
東

赤
石
一
丁
目
よ
り
五
丁
目
が

こ
こ
に
新
し
く
誕
生
し
た
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

▪
新
し
い
自
治
会
の
誕
生

　

自
治
会
は
、
住
民
自
治
組
織
の
こ
と
を

い
い
、
地
区
、
町
内
会
な
ど
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

赤
石
地
区
は
、
平
成
５
年
４
月
か
ら
新

し
く
赤
石
、
東
赤
石
、
サ
ン
コ
ー
ト
の
３
つ

の
自
治
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
田
原
市
総
代
名
簿
に
は
、

昭
和
30
年
に
は
な
か
っ
た
地
区
名
が
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
赤
石
地
区
の
３
自

治
会
と
同
じ
く
、
住
宅
開
発
に
よ
り
新
し

く
誕
生
し
た
自
治
会
で
す
。
住
宅
開
発
に

伴
う
新
自
治
会
は
図
の
と
お
り
で
す
。

　

赤
羽
根
町
は
大
規
模
な
開
発
は
な
く
、

自
治
会
も
従
来
と
変
わって
い
ま
せ
ん
。

　

渥
美
町
は
、
石
神
北
側
の
三
河
湾
沿
い

に
、
平
成
８・９
年
度
で
夕
陽
が
浜
団
地
を

造
成
し
、平
成
17
年
度
か
ら
自
治
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
が
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
自
治
会
活
動
を

行
って
い
ま
す
。

（
執
筆
委
員
・
藤
井
忠
）
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 ●住宅開発に伴う新自治会
　 （平成20年4月1日現在）

 ●ふれあい橋（平成3年完成）
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